
   

 

令和 3 年度 第 3 回 自立支援協議会 

令和 4 年１月 31 日（月）  資料 1-1 

障がい児部会 報告書 

会議名 第１回 障がい児部会 

日時 令和３年８月27日（金）～同年９月８日（水） 

開催方法 書面による開催 

出席者数 13名 傍聴者数 傍聴不可 

 

報告事項（１件） 

議題名 板橋区重症心身障がい・医療的ケア児等会議について 

概要 

・令和３年８月４日に第１回板橋区重症心身障がい・医療的ケア児等支援体制連絡会（庁

内連絡会）を開催。８月31日に外部の方を交えた会議を予定。議題は以下のとおり。 

①重症心身障がい・医療的ケア児（者）数把握調査結果について 

②医療的ケア児等コーディネーターの配置について 

③「障がい者福祉のしおり」から、医療的ケアを必要とする方へ向けた部分を抜粋した 

冊子について。 

主な意見 

・放課後等デイサービスにおいても関係する内容だと思うので、ぜひ連携してほしい。 

・自立支援協議会との連携により、安全・安心な生活の向上と、地域の理解により活動

の場が早期に広がっていくことを期待している。 

今後の 
方向性 

８月 31日に実施した会議内容については、次回の当部会に報告する。 

 

協議事項（１件） 

議題名 サポートファイルの配布に向けて 

概要 
・サポートファイルは、乳幼児期、未就学期、学齢期の支援ファイルである。今後、板 

橋区の関係団体に試験的に配布し、２回目の当部会の協議を経て、配布を予定。 

主な意見・ 
質問/回答 

・サポートファイルは保護者が記載し、作成していかないとあまり意味を持たない。使

いやすいものが良い。 

→使う方の利便性を第一に考え、作成を進める。 

・緊急時の書類申請等に困らぬよう、必要最低限の情報をベースとするものから網羅的

なものにするまで、ポイントを決める必要がある。また、紙にこだわらずアプリ的な

方向も考えてみては。母子手帳と合わせて、出生時からの配布も選択肢になると思う。 

→現状のサポートファイル（案）は、記入欄が多いため、内容の再精査をしていく。ア

プリ等の電子化は、長期保存の観点から、将来的には検討が必要と考えているが、見 

づらさや支援機関の記載しづらさといった課題があると伺っている。 

また、電子化は、一定のコストが発生するため、紙媒体での導入後の普及率や利用者

からの意見等を参考に検討していく。 

母子健康手帳との配布は、出産前に配布することとなるため、サポートファイル利用

の対象とならない方も多く含まれる可能性がある。 

・多様な保護者への配慮として、漢字にルビをふってはどうか。 

→ルビを入れたほうがわかりやすいと思うため、今後検討していく。 

協議結果 
板橋区の関係団体に試験的に配布し、意見を集約する。 

引き続きサポートファイルの配布に向け、進捗状況を当部会に報告する。 
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その他（1件） 

議題名 障がい児部会において周知・共有したい取組や普及啓発していきたい取組について 

主な意見・ 
質問/回答 

・未就学児に対する児童相談事業について、幼稚園や保育園との関わりが非常に薄い計 

画になっていることや、サービス利用計画について、保護者の希望がその中心になっ

てしまうことが気になる。未就学児の計画相談については、保育所等訪問支援のほう

に力点を置くような制度設計になると良いと考えている。 

また、未就学児の場合は、事業所利用につながる前の基本相談の重要性を見直したり、 

周知することが大切だと思う。 

→未就学児が相談支援事業所にもつながっていないことや、幼稚園や保育園との関わり

が薄いことは課題であると認識している。未就学児に対する基本相談の重要性の周

知、また、幼稚園や保育園に通う未就学児がいる家庭に対して、保育園等訪問支援の

取組が広く伝わるような周知方法について、検討していきたい。 

・コロナ禍において、障がいのある子どもがいる家庭で感染が起きた場合のセーフスペ

ースの確保について、災害時や非常事態時と合わせて情報共有等の検討が必要。 

→当事者が安心して過ごすことができる場所の確保については、特に配慮を要すること

が予想される。今後、情報共有や区の取組の周知などを含め、関係機関と連携して検

討していきたい。 

・区児童相談所について、概要を説明できる段階になったら、本会や他の部会への周知

を、児童相談所開設準備課にお願いしてみてはどうか。 

→今後、本会や専門部会における周知について検討したい。 

今後の 
方向性 

当部会において継続的に共有・検討すべき事項があれば、適宜取り上げていく。 

 


